
フルスタックを目指すべき？専門特化すべき？

キャリアの考え方 

はじめに：「どちらが正解か」という問いの立て方を変える 

「フルスタックエンジニアを目指すべきか、特定領域の専門家になるべきか」——この問いはエン

ジニアのキャリア議論において繰り返し登場する。しかし、この問いに単純な正解はない。正しい

問いは「どちらが優れているか」ではなく、「自分のキャリアフェーズ、働く環境、市場の需要に対

してどちらが最適か」である。 

世界経済フォーラム（WEF）が2025年1月に公表した「Future of Jobs Report 2025」は、2030年

までに現在の職務で求められるコアスキルの39%が変化するという見通しを示した。技術の進化

スピードが増す中、「一度決めたキャリアパスを変えない」という発想自体が成立しにくくなってい

る。本記事では、フルスタックと専門特化それぞれの実態をデータに基づいて整理し、キャリアの

方向性を考えるための判断軸を提供する。 

出典：WEF「Future of Jobs Report 2025」（2025年1月）​

URL: https://www.weforum.org/publications/the-future-of-jobs-report-2025/ 

1. 現在のエンジニア市場におけるフルスタックと専門職の構成比 

Stack Overflow調査が示す職種分布の現実 

Stack Overflowが2025年に世界49,000人超の開発者を対象に実施した「Developer Survey 

2025」によれば、回答者の職種分布は次の通りである。 

●​ フルスタック開発者：27%（最多） 

●​ バックエンド開発者：14.2%（2位） 

●​ 学生：11.3%（3位） 

●​ ソフトウェア・ソリューションアーキテクト：6.1% 

https://www.weforum.org/publications/the-future-of-jobs-report-2025/


●​ フロントエンド開発者：4.3% 

フルスタック開発者が全体の最大層を占める一方、バックエンド・フロントエンドといった特化型を

合計すると約18%に達し、これにアーキテクトなどの上位職を加えると専門特化型の割合も相当

数に上る。つまり現在の開発者市場は、フルスタックと専門特化の両者が共存する構造である。 

出典：Stack Overflow「Developer Survey 2025」（2025年）​

URL: https://survey.stackoverflow.co/2025/ 

日本国内の求人市場の動向 

LAPRAS（ラプラス）が2025年6月30日時点の自社求人データ（1,000件超）を分析した結果によ

れば、エンジニア求人の提示年収は下限の平均値が659万円、上限の平均値が1,059万円で

あった。最も多くの求人がカバーする年収帯は800万円台（全体の約15%）であり、700万円台〜

1,000万円台にボリュームゾーンが集中している。 

出典：LAPRAS「2025年最新・ITエンジニアの職種別年収トレンド」（2025年7月）​

URL: https://hr-tech-lab.lapras.com/knowledge/research-report/revenue-trends-2025/ 

2. フルスタックエンジニアの強みとデータが示す市場価値 

フリーランス市場で最高単価を記録 

Findy（ファインディ）が2025年3月に276名のフリーランスエンジニアを対象に実施した調査で

は、職種別の平均月単価でフルスタックエンジニアが90.1万円と全職種中最高額となった（全体

平均82.2万円）。これは年収換算で約1,081万円に相当する水準である。フルスタック人材はフロ

ントエンド・バックエンドの双方を1名でカバーできることから、特に少人数チームのスタートアップ

や中小規模のWeb開発案件において重宝される傾向がある。 

出典：Findy「Webフリーランスエンジニアの市場動向とAI活用状況調査」（2025年5月）​

URL: https://findy.co.jp/2820/ 

スタートアップ環境では特に需要が高い 
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フルスタックエンジニアが最も力を発揮する環境は、スタートアップのプロダクト開発や内製化を

進める中小企業である。これらの組織では1人のエンジニアが複数のレイヤーを担当することが

多く、アーキテクチャ設計からフロントエンド実装、インフラ設定まで広範な業務をこなせる人材は

即戦力として評価される。 

Findy「エンジニア調査レポート 2025年12月版」によれば、フルスタックエンジニアの想定年収レ

ンジは650万円〜1,500万円と幅広く、スキルセットと実績によって報酬が大きく異なることが示さ

れている。一方、同レポートではバックエンドエンジニアの上位層が1,000万円〜2,000万円のレ

ンジを形成しており、高度な専門性を持つバックエンドエンジニアの市場価値が上位では専門特

化型が上回る場面もある。 

出典：Findy「エンジニア調査レポート 2025年12月版」（2025年12月）​

URL: https://findy-code.io/job-market-trends/202512_engineer_report 

3. 専門特化型エンジニアの強みとデータが示す市場価値 

専門特化が高年収につながる職種の実態 

LAPRAS 2025年データでは、職種別の希望年収においてSRE（Site Reliability Engineering）

が全職種中最も高水準を示した。SREの希望年収分布では800万円台がピーク（約23%）であ

り、800万円〜1,100万円の範囲に全体の半数以上が集中している。さらに1,500万円以上を希

望する割合が6%超と他職種より高く、サービス信頼性という特定領域に特化した専門職の市場

価値の高さが示されている。 

同調査でインフラエンジニアの希望年収を見ると、800万円台がピークであり1,500万円以上の割

合が5%と他の一般的なWeb系職種より高い。クラウド技術の高度化を背景に、インフラ・セキュ

リティ領域の専門家に対する需要と報酬プレミアムが拡大していることが数値として確認できる。 

出典：LAPRAS「2025年最新・ITエンジニアの職種別年収トレンド」（2025年7月）​

URL: https://hr-tech-lab.lapras.com/knowledge/research-report/revenue-trends-2025/ 

サイバーセキュリティ専門家の年収水準 
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JACリクルートメントが公表したデータでは、セキュリティエンジニアに転職した事例における想定

平均年収は875.9万円で、ボリュームゾーンは700万円〜1,000万円とされている。WEF「Future 

of Jobs Report 2025」においてもネットワーク・サイバーセキュリティは最速成長スキルのトップ3

に位置付けられており、需要の増大が年収水準にも反映されている。 

出典：JAC Recruitment「セキュリティエンジニアの転職事情」（2025年）​

URL: https://www.jac-recruitment.jp/market/it/security-engineer/ 

フロントエンドとバックエンドの希望年収差 

LAPRAS 2025年データによると、職種間の希望年収の傾向には明確な差が存在する。フロント

エンドエンジニアの希望年収は600万円台がピーク（約20%）であるのに対し、バックエンドエンジ

ニアは700万円台がピーク（約17.5%）、SREは800万円台がピーク（約23%）と、専門性が高い・

希少性が高い職種ほど年収水準が上昇する傾向が確認できる。「フロントエンドだけ」「バックエ

ンドだけ」という単一専門化よりも、インフラ・セキュリティ・SREといった高度専門職への移行が

高年収と結びつきやすいデータが得られている。 

4. 「T字型」「π字型」という人材モデルが示す方向性 

I型・T型・π型の定義と変化 

エンジニアのスキル構造を表す人材モデルとして、以下の区分が広く参照されている。 

人材タイプ スキル構造 特徴 

I型（スペシャリ
スト） 

1領域に深い専門性 特定技術の第一人者。希少性が高いほど

市場価値が上昇 

https://www.jac-recruitment.jp/market/it/security-engineer/


T字型 1領域の専門性＋広
い周辺知識 

専門性を核に持ちながら他領域とも連携可

能 

π字型（パイ型） 2領域の専門性＋幅
広い知識 

2つの専門軸を持ち、希少な組み合わせで
競争優位を形成 

フルスタック（広

義） 
複数レイヤーの実装

スキル 
フロント〜バックエンド〜インフラを実装レ

ベルでカバー 

テクノロジーブログ「Raksul Tech Blog」（2025年12月）は、AI時代においてはT字型から「π字型」

「櫛型」への進化が求められると論じている。特定の専門性を深める一方で、データサイエンスや

AIとの協働スキルを追加し、複数の専門軸を持つ人材が付加価値を発揮しやすくなっているとい

う分析である。 

出典：Raksul Tech Blog「AI時代にDSとエンジニアの境界は溶けていくのか？」（2025年12月）​

URL: https://techblog.raksul.com/entry/2025/12/16/105618 

McKinseyの調査が示す「適応性」の価値 

McKinseyが500社超のグローバル企業を対象に行った調査（2024年）では、適応性を組織戦略

の中心に置いた企業は、そうでない企業と比べて30%高い収益を達成していることが示されてい

る。個人レベルにおいても、特定の専門性を持ちながらも隣接する技術領域へ柔軟に対応でき

るエンジニアが、変化する市場での継続的な価値発揮につながると複数の分析が示している。 

出典：LinkedIn記事引用「The Rise of Generalists in 2025」McKinsey 2024調査より（2025年）​

URL: https://www.linkedin.com/pulse/rise-generalists-2025-why-adaptability-key-success-pallavi-trikha-zsgce 

5. 年収データで読み解く「キャリアステージ別」の最適解 

20代：フルスタックで幅を広げる段階 

https://techblog.raksul.com/entry/2025/12/16/105618
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Findyが2024年1月に実施したエンジニア転職動向調査（回答者771名）によれば、20代の平均

年収は504.8万円、30代が682.4万円、40代が793.6万円と年代とともに上昇する傾向が確認さ

れている。20代のうちはキャリアの方向性を固める前段階として、フロントエンド・バックエンド・イ

ンフラなど複数領域を経験しながら自身の得意軸を見つける期間として機能しやすい。この段階

でのフルスタックな経験は、後のキャリア選択の幅を広げる資産となる。 

出典：Findy「IT/Webエンジニアの平均年収を調査！年齢・言語・職種別のデータ」（2024年1月調査）​

URL: https://findy-code.io/blog/engineer-career_annual-income_01/ 

30代以降：専門性の深化が年収を引き上げる 

LAPRASの「経験年数と年収」分析では、経験5年時点の提示年収の中央値が683万円、上位

25%が803万円であることが示されている（2025年9月）。また同時期のLAPRASデータによる

と、SRE・インフラ・モバイルなど高度専門職では希望年収800万円以上の層が多数を占める。

30代以降は「何でもできる」から「この領域なら任せてほしい」という専門性の確立が、年収交渉

力と雇用安定性の双方を高める段階に入る。 

出典：LAPRAS「年収×経験年数でエンジニアの市場価値を比較できる新機能を公開」（2025年9月）​

URL: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000132.000024729.html 

Findyの同調査でも、言語別年収ではGoエンジニアが814.8万円（1位）とエンジニア全体平均

676.4万円を138万円上回る。特定の高需要言語・技術に深く習熟することが、30代以降の年収

水準を左右する大きな要因のひとつとなっている。 

6. AI時代が変える「フルスタック vs. 専門特化」の意味 

AIがコーディング補助を担う時代の専門性 

Stack Overflow「Developer Survey 2025」によれば、開発者の82%がOpenAI GPTシリーズを

コード生成・問題解決・学習に活用している。AIツールがコードの生成・補完・レビューを担うこと

で、これまでフルスタックを差別化していた「複数レイヤーの実装速度」というアドバンテージが相

対的に縮小しつつある。一方で、AIが生成したコードのレビュー・品質保証・セキュリティ評価・

https://findy-code.io/blog/engineer-career_annual-income_01/
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アーキテクチャ設計といった上流工程や高度な判断は、依然として人間の専門性を必要とする領

域として残っている。 

出典：Stack Overflow「Developer Survey 2025」（2025年）​

URL: https://survey.stackoverflow.co/2025/ 

WEFが示す「最速成長スキル」3領域 

WEF「Future of Jobs Report 2025」は、2030年に向けて最も成長が速いスキル群として以下の

3領域を挙げている。 

1.​ AI・ビッグデータ（AI/big data） 

2.​ ネットワーク・サイバーセキュリティ（networks and cybersecurity） 

3.​ テクノロジーリテラシー（technological literacy） 

注目すべきは、「フルスタック開発能力」が最速成長スキルに直接挙げられているわけではなく、

AIとセキュリティという特定領域の専門性が最も需要拡大が速い分野として位置付けられている

点である。Librus株式会社が注力するサイバーセキュリティ領域は、WEFのデータが示す通り、

2025年以降のエンジニアキャリアにおいて特に市場価値が高まる専門領域のひとつとなってい

る。 

出典：WEF「Future of Jobs Report 2025 – Skills Outlook」（2025年1月）​

URL: https://www.weforum.org/publications/the-future-of-jobs-report-2025/in-full/3-skills-outlook/ 

AIユーザーレポートが示す職種別AIへの依存度 

Findyが2025年12月に発表した「AIユーザーレポート」によれば、生成AIを活用したエンジニアの

3人に2人が今後のキャリアを再検討していることが明らかになっている。AIが広く実装補助を担

う時代には、「AIに代替されにくい領域の専門性」——すなわちセキュリティ設計、システムアー

キテクチャ、データモデリング、インフラ信頼性設計といった上流スキルへの投資が、キャリアの

長期的な安定性を支える要因となりつつある。 

出典：Findy「エンジニア調査レポート 2025年12月版（AIユーザーレポート）」（2025年12月）​

URL: https://findy-code.io/job-market-trends/202512_engineer_report 
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7. キャリア選択の判断軸：「環境・フェーズ・目的」の3要素 

判断軸① 働く環境・組織規模 

フルスタックか専門特化かを選択するうえで、働く組織の規模とフェーズは最も直接的な影響因

子である。スタートアップや少人数チームでは、1人のエンジニアが複数の責務を担うことが前提

となるため、フルスタックな対応力が評価される。一方、大規模なプロダクト開発組織、金融機

関、SIer、コンサルティングファームなどでは、機能や技術領域ごとに分業が確立されており、特

定領域に深い専門性を持つエンジニアが求められる。Findyのレポートでも、バックエンドエンジ

ニアの上位層が1,000万円〜2,000万円レンジに達していることは、大規模組織での専門深化が

報酬に反映されている実態を示している。 

判断軸② キャリアフェーズ 

20代の前半は、できるだけ多くの技術領域を経験し、自身の得意分野と市場の需要の交点を探

る段階である。この段階では「フルスタック的な広さ」が次のキャリアステップへの選択肢を広げ

る。しかし経験を積むにつれて「何でもできる」より「この分野ではトップクラスだ」という専門性の

証明が昇給・転職交渉・市場価値の向上に直結してくる。IPAの「デジタル時代のスキル変革等

に関する調査（2024年度）」でも、先端IT人材において20代の「キャリアアップ志向」が前年比で

大きく上昇しており、若いうちから自身のキャリアゴールを意識する傾向が強まっていることが確

認されている。 

出典：IPA「デジタル時代のスキル変革等に関する調査（2024年度）個人調査報告書」（2025年8月） 

URL: https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/tbl5kb000000a7iv-att/skill-henkaku2024-kojin.pdf 

判断軸③ 市場需要と希少性 

フルスタックか専門特化かという選択において、「その技術・スキルがどれだけ希少か」という視

点は年収に直結する。paiza株式会社の「プログラミング言語に関する調査2025年版」では、Go

（提示年収中央値723万円）、TypeScript（同714万円）、Ruby（同689万円）が上位に並んだが、

求人件数シェアはJavaScript（14.4%）、Java（13.9%）、PHP（11.0%）が高く、Goは希少性プレミ

アムが年収を押し上げているケースである。希少性が高い専門技術ほど高報酬につながる構造

https://www.ipa.go.jp/jinzai/chousa/tbl5kb000000a7iv-att/skill-henkaku2024-kojin.pdf


は、フルスタックにも同様に当てはまり、「フルスタック×AIシステム設計」「フルスタック×セキュリ

ティ」のような希少な組み合わせが高い市場価値を形成する。 

出典：paiza株式会社「プログラミング言語に関する調査（2025年版）」（2025年12月） 

URL: https://www.paiza.co.jp/news/20251222/251222_survey_programming_2025/ 

8. フルスタック・専門特化の比較：データサマリー 

比較軸 フルスタック 専門特化 

求人市場の構成比（Stack 
Overflow 2025） 

全回答者の27%（最多） BE 14.2%、FE 4.3%、
アーキテクト 6.1% 

フリーランス月単価（Findy 
2025年5月） 

90.1万円（全職種最高） 職種により異なる（SRE
は高水準） 

雇用市場の年収上限（

Findy 2025年12月） 
最高1,500万円 バックエンド上位は最高

2,000万円 

SRE希望年収ピーク（
LAPRAS 2025） 

— 800万円台（全職種中最
高水準） 

セキュリティ転職平均年収

（JAC 2025） 
— 875.9万円 

https://www.paiza.co.jp/news/20251222/251222_survey_programming_2025/


WEF 最速成長スキル（
2025） 

テクノロジーリテラシー全般 AI・ビッグデータ、セキュ
リティが最上位 

最適環境 スタートアップ、少人数チー

ム、自社プロダクト 
大規模組織、専門部署、

コンサルティング 

まとめ：「フルスタック vs. 専門特化」は段階的に選択する 

本記事で示したデータを総括すると、フルスタックと専門特化はどちらが絶対的に優れているとい

うものではなく、キャリアフェーズ・組織環境・目標年収・市場需要の4変数によって最適解が変わ

るものである。 

Stack Overflow 2025の調査が示す通り、現在の開発者市場の最大グループはフルスタック（

27%）であり、多くのエンジニアが実際にフルスタック的な働き方を選択している。同時に、

LAPRASのデータはSRE・インフラ・セキュリティといった高度専門職が最も高い希望年収水準を

示していることも明確にしている。 

AI・ビッグデータ・セキュリティが「最速成長スキル」として市場に評価され続ける時代において、

「フルスタックの広さをベースにしながら、特定領域の専門性を際立たせる」π字型・複合型のキャ

リア戦略が、長期的な競争力の源泉となる可能性が高い。フルスタックか専門特化かを二項対

立として捉えるのではなく、キャリアのどの段階で、どの領域に向けて深化させるかを意識的に

設計することが、データが示す現実に即したアプローチである。 

📊 意思決定のためのチェックリスト​

✅ 現在働いている（または転職先候補の）組織規模はどれくらいか？​

✅ 自分は今キャリアの「探索期（20代）」か「深化期（30代以降）」か？​

✅ 目標年収帯は700万円台か、800万円超か、1,000万円超か？​



✅ 関心のある技術領域はWEF最速成長スキル（AI、セキュリティ等）と重なるか？​

✅ フルスタックの幅を活かせるプロダクト開発環境があるか？ 
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